
　４月から中野市地域おこし協力隊になりました榎
本郁美と申します。埼玉県から中野市に移住してき
ました。前職は小学校の給食を作る仕事をしていて、
食べること、体を動かすことが大好き。最近は山登
りにハマっています。
　去年の今頃は中野市のことを知らず、まさか移住
をするなんて夢にも思いませんでしたが、中野市の
素敵な皆さんと豊かな自然に出会い、私の夢とタイ
ミングも重なって迷わず移住を決めました。
　これから、「食から農業を活性化」というプロジェ
クトで、栄養士、調理師の資格を生かしさまざまな
ことにチャレンジしていきたいと考えています。皆
さん、ぜひ私に中野市の良い所を教えてください！

はじめまして！

「食から農業を活
性化」めざして
頑張ります！
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新型コロナウイルスから
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１_４月１日の任命発令式。「持ち前の笑顔で頑張ります」。
２、３_昨年の８月、梨久保の松野冨子さん宅でお世話になり、
ぼたんこしょうやブルーベリーの収穫体験をしました。
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　新型コロナウイルスの感染拡大が続いている。人
間には本来免疫機能が備わっており、外部からのウ
イルスなどの侵入に対して防御体制がある。今回の
コロナウイルスについては未知のものであり、その
性質などがよくわかっていない中での、感染拡大と
なった。
　感染を拡げない為には、三つの「密」を避けると
いうことが効果的であるとのこと。つまり「密閉空間」
「密集場所」「密接場面」を避ける、そうした機会を
つくらないことが感染拡大を防ぐ。
　ところで、聞くところによれば 8割程の人は感染
しても軽度の症状または無症状とのことである。こ
うした傾向には年齢差があるとのことであるが、個々
人の健康度合いにもよるところが多いと考えられる。

基礎疾患がなく、免疫力のある感染症に強い身体を
普段からつくっていることは、大切なことである。
それには、適度な運動、バランスの取れた食生活、
睡眠、生活習慣の改善など、日々の取り組みの積み
重ねが必要だ。
　手洗い、うがいは勿論のこと、衛生管理をしっか
りして、健康な身体づくりに留意することが大切だ。
幸い、中野市には身体づくりに必要な食材が豊富に
ある。中でも、きのこは免疫力を高める食材として、
かねてより知られている。免疫力を高める食材には
納豆やヨーグルトなど発酵食品があげられるが、共
通するところは菌食である。私たちに身近なきのこ
をはじめとした身体に良い食材をとりながら、皆さ
んと支え合い、この難局を乗り越えたいと思う｡

　ダイジェスト版
ＳＤＧｓ
　（エスディージーズ）

　　普及に関する研究

中野市が「愛される
　都市」となるため
　　の課題と戦略

つながりを誘発
　するための仕組み
　　　　に関する研究テーマ

研究目的 特に高校生世代に本市に対す
る愛着を持ってもらうための
アクションプランを提案

▼地域への愛着
中野西高校の全生徒を対象に
アンケート調査を行うと、「地
域への愛着が高い人ほどＵ
ターン希望が高まる」という
結果が得られ、愛着とＵター
ン希望には関連性があること
が分かった。
また、愛着の高い人の特徴と
して、本市のイベントやシン
ボルに詳しい人であることが
分かり、「詳しくなってもらえ
るアクション」を起こすこと
で、「相対的に、本市のことを
今以上に好きになってもらえ
る」可能性があると考えた。
これを受け、高校生に中野市
に詳しくなってもらうための
ワークショップを開催。地域
に興味を持つこと、詳しくな
ることで地域を好きになり、
愛着を醸成することにつなが
ると考えることができた。

▼若者と地域とのかかわり
若者が主体的に地域とかかわ
り行動することで、地域への
愛着は着実に高まり、地域へ
の定着につながっていくと考
えることができた。
今後、ワークショップを経て
検討した提案を、市内にある
２つの高校に協力を得て実施
し、高校生の本市に対する愛
着が高まるか検証を行いたい。

内容と結果

2019 年度　研究結果報告

「ＳＤＧｓを知ってもらう」こ
とから始め、それを周知・普及
するための効果的な手段を明ら
かにする

▼楽しみながら学ぶ
ＳＤＧｓの取り組みは、地域
活性化や課題解決に効果的で
あるとされているが、県内で
ＳＤＧｓを知っている人の割
合は 7.7％と低い状況にある。
まずは小学生を対象にＳＤＧ
ｓ出前授業を実施。カードゲー
ムなどで楽しみながらＳＤＧ
ｓを学び、「出前授業が効果的
な手段である」ことがわかっ
た。
また、市職員アンケートによ
り、職員はＳＤＧｓをある程
度認知しているが、「関心はあ
まり高くない」ことがわかっ
た。

▼起点は子ども
まず、子どもを起点としてＳ
ＤＧｓを普及する手法は効果
的であり、報道を通して地域
へのＰＲにつなげることも期
待できる。
また、行政の仕事は幅広く、
ＳＤＧｓと密接に関連してい
ることから、中野市職員がＳ
ＤＧｓに貢献しているという
意識を持ち、推進することが
必要である。

「市民参加と協働のまちづく
り」推進のため、市民活動団
体などをつなげる仕組みを明
らかにする

▼「場」へのニーズ
（公社）中野青年会議所が開催
した「コミュニティ大作戦会
議」で実施されたアンケート
から、多くの団体が、他の団
体などとのつながりを求めて
いることが分かった。
そこで、つながりを深めるう
えで場所（ハード）と仕組み
（ソフト）が必要ではないかと
考え、県内の自治体や市内の
団体へのアンケート調査及び、
ヒアリング調査を実施した。
調査の結果、「場」によりつ
ながりが発生していることや
「場」へのニーズがあることか
ら、「場」の提供が効果的だと
分かった。また、「場」の提供
に加え、さまざまなプログラ
ムの展開や惹きつける魅力に
より、継続的に人が集まるこ
とが分かった。

▼「場」×「プログラム」
市の総合計画に掲げる「市民
参加と協働のまちづくり」を
進めるうえで、市民活動団体
が他団体などとつながる仕組
みとして、既存の公共施設の
有効活用などによる「魅力あ
る場」とコーディネーターの
配置などの「魅力あるさまざ
まなプログラム」を掛け合わ
せて取り組むことが効果的で
ある。

◀詳細な報告書は市
公式ホームページか
らダウンロードでき
るほか、政策情報課
で配布しています。
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